
東部地域における回遊性の実現について 
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震災アーカイブ利活用拠点の振り返り 

（中心部・沿岸部の機能配置） 
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第7回委員会で示した内容の振り返り（機能配置・拠点） 

 中心部・沿岸部、２地区での機能配置・拠点による継続的発信 
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第７回委員会で出た意見 

 議題「震災アーカイブ利活用拠点について」 
  
  ○機能配置全体について 

    ・宅地被害の状況を伝える場が必要では 

 

  ○中心部の機能について 

    ・中長期的にはセンターとなる拠点が 

     中心部にも必要 

 

  ○沿岸部について 

    ・フィールドワークが重要 

    ・東部地域での経験の設計が必要 
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伝え続けるための機能配置・拠点～中長期イメージ～【修正版】 

 中心部・沿岸部、２地区での機能配置・拠点による継続的発信 
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沿岸部拠点・東部地域の回遊性について 
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東部地域における回遊性の実現について 

  東部地域での経験の設計 
  ○【資料４】東部地域での経験（長期イメージ） 
   に整理 

  
  ○ 参考事例紹介 
   事例１）阪神・淡路大震災（人と防災未来センター） 
   事例２）新潟県中越大震災（中越メモリアル回廊） 
   事例３）戦災の記憶の伝承（長崎さるく） 
   事例４）人に焦点を当てたツアー（まいまい京都） 
    
     ＜委員会での意見＞ 
    ・観光の視点も含めて、有機的に人を誘導 
    ・３．１１オモイデツアーのような形での開催できないか 
    ・「人に会いに行く」「その地を好きになる」視点も重要 
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 事例１）阪神・淡路大震災（人と防災未来センター） 
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・国の支援を得て平成１４年４月に兵庫県が設置し、公益財団法人
ひょうご震災記念２１世紀研究機構が運営 
・阪神・淡路大震災の経験を語り継ぎ、その教訓を未来に生かすこ
とを通じて、災害文化の形成、地域防災力の向上、防災政策の開発
支援を図り、安全・安心な市民協働・減災社会の実現に貢献するこ
とをミッションとしている。 

震災学習プログラムに含ま
れる「語り部」の体験談 
（1Fガイダンスルーム） 

震災を語り継ぐコーナー 
（3F震災の記憶フロア） 

＜センター内での取組み＞ 

資料：人と防災未来センターHPより 



   

 事例２）新潟県中越大震災（中越メモリアル回廊） 
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・新潟県中越大震災のメモリアル拠点である4施設、3公園を結
ぶ回廊。 
・被災地である中越地域をそのまま情報の保管庫にする試み。そ
れぞれの拠点を巡り、震災の記憶と復興の軌跡にふれることで
「新潟県中越大震災」の巨大な実像を浮き彫りにする。 
・メモリアル回廊の４施設ではそれぞれ語り部による講話や体験
プログラムなどが用意されている。 

資料：中越メモリアル回廊HPより 
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資料：中越メモリアル回廊HPより 

 事例２）新潟県中越大震災（中越メモリアル回廊） 



   

11 資料：中越メモリアル回廊HPより 

＜中越メモリアル回廊の主要施設＞ 

 事例２）新潟県中越大震災（中越メモリアル回廊） 
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・中越メモリアル回廊では、モデルルートとして以下の５つを設
定している。 

＜モデルルート＞ 

モ デ ル ル ー ト 

１
日
コ
ー
ス 

中越メモリアル回廊施設周遊１日コース 
 長岡～山古志～小千谷～川口 

きおくみらい発 現地保存のメモリアルパーク中心１日コース 
 長岡～妙見～山古志～震央～小千谷 

川口きずな館発 中越復興の物語１日コース 
 川口～山古志～妙見～長岡 

半
日
コ
ー
ス 

中越メモリアル回廊周遊半日コース 
 小千谷～妙見～長岡 

中越メモリアル回廊周遊半日コース 
 川口～震央～小千谷 

資料：中越メモリアル回廊HPより 

 事例２）新潟県中越大震災（中越メモリアル回廊） 



   

 事例３）戦災の記憶の伝承（長崎さるく） 

13 資料：長崎さるくHPより 

項目 内 容 
開始時期 「長崎さるく博′０６」2006年～ 

「長崎さるく」    2007年～ 

実施場所 長崎市内 

運営体制 【主催】一般社団法人長崎国際観光コンベンション協会 
【協力】長崎市、市民ボランティア（ガイド）、 
    事業者・NPO法人等 

概要 ４つに分類される企画内容。 
・特製マップを片手に自由に歩く「遊さるく」 
・長崎名物・ガイド付きまち歩きツアー「通さるく」 
・専門家による講座や体験を組み合わせた「学さるく」 
・美味しい長崎を味わう「食さるく」 

・遊さるくには全45コースがあり、そのうち長崎原爆資料館を
めぐるコースや、「平和コース」として、原爆落下中心地など戦
争のゆかりの地をめぐるコースが4コース設定されている。 
・各コースは「通さるく」の対象コースにもなっており、希望に
よりガイドをつけることも可能。 

＜戦災の記憶の伝承をテーマとしたコース＞ 
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・さるくマップを片手に自由に歩き回る。 
・コースは立ち止まりながらゆっくり歩いて1時間半程度で設定。 
・さるくマップは総合観光案内所（JR長崎駅構内）などで無料
で入手できるほか、インターネットでもダウンロード可能。 

＜遊さるくの概要＞ 

資料：長崎さるくHPより 

◆さるくマップの例 

 事例３）戦災の記憶の伝承（長崎さるく） 
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＜「平和コース」の例＞ 

被爆校舎で耳をすませば  
   ～原爆落下中心地から城山小学校へ～ 

◆コース行程（通常コース）※夏季は異なる 

原爆落下中心地碑 →簗橋と駒場町 →防空壕跡 →永井坂 →被爆校
舎（城山小学校平和祈念館） →少年平和像 →原爆殉難者の碑 →
嘉代子桜 →荒川平和桜 
 

◆コース距離 
 約１．２ｋｍ 

資料：長崎さるくHPより 

城山小学校 城山被爆校舎 

 事例３）戦災の記憶の伝承（長崎さるく） 



   

 事例４）人に焦点を当てたツアー（まいまい京都） 

16 資料：まいまい京都事務局より提供 

項 目 内 容 
開始時期 2011年～ 

実施場所 京都を中心に実施 

運営体制 【主催】まいまい京都実行委員会、（一財）京都ユースホステル協会 
   （有志たちで構成、参加費収入のみで運営している） 
【後援】京都市、京都市交通局（公財）京都市景観・まちづくりセンター 

概要 バラエティに富んだガイドさんとともに、誰もが知る観光資源ではなく、見過ごし
がちだった京都の町の魅力を伝える、まちあるきミニツアー 

・京都の住民がガイドを行う 
・ガイドは依頼制、一般募集はしてい 
 ない 
・一人当たりの平均参加回数は3.07 
 回で、リピーターが多い 
・参加費 1,500円～ 
・距離  1.5～３km 
・定員  15名 

＜ガイドが魅力を伝えるツアー＞ 



   

 事例４）人に焦点を当てたツアー（まいまい京都） 

17 資料：まいまい京都事務局より提供 

＜コース例＞ 

・大工の棟梁、建築士、老舗呉服屋店主、カメラマン、占い師、 
 ライターなど様々な視点を持ったガイドがツアーを企画・実施 

＜それぞれの視点で回ることのできるツアー構成＞ 



ご議論いただきたいこと 

 
【論点】 
 

  ①東部地域の回遊ルートへ、市民一人ひとりが 

   繰り返し足を運ぶために必要なこと何か 

 

  ②回遊の仕組みの実現のために、沿岸部の利活用拠点 

   に必要な機能は何か 

 

  ③現地で得た経験を、沿岸部の利活用拠点で 

   フィードバックする仕掛けとして考えられる 

          ことはなにか 
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